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琉球大学 国際地域創造学部に一般選抜前期で合

格した読谷高校の金城結です。 

私は高３の夏休みの切羽詰まったころ夢塾に入

塾しました。 

今まで苦手だった数学、なかなか伸びない英語を

克服することに不安を感じながらの入塾でしたが、

私を温かく迎えてくださった先生方に出会えたこ

とに感謝しています。 

どんな小さな質問でも丁寧に解説してくださり、

ときには経験豊富な先生方だからできる信頼でき

る勉強法を教えてくださいました。その積み重ねのおかげで共通テストでは、英

語の伸びを実感し、数学は自己ベストを取ることができました。12月での推薦入

試不合格のショックはありましたが、自分のなかではかなり早めに一般入試に向

け、切り替えることができました。 

共通テスト対策として、数学は塾長の手書きでファイリングされた解説つきの

問題集をすべて２～３回解き、使いこなせない公式は何度も振り返りました。 

英語ではわからない単語や苦手な範囲を減らしていくようにしました。スタサ

プなども利用して基礎を固め、学校で講座を取り、演習問題を解きました。 

二次試験は数学を選択したので、教科書の章末問題や琉球大学の過去問を解き、

できなかった単元を復習していきました。 

推薦入試でダメだった時の切り替えは早めにできたといっても、自分に自信を

なくしてしまい、落ち込むときもありました。そんな時、塾長にかけてもらった

言葉にたくさんの元気をもらいました。 

苦しい時こそ『あ・た・ま』を使え。明るく・楽しく・前向きに。という言葉

です。その言葉を思い出し、辛い時は自分のことを認めて息抜きをすることも大

切にしました。 

この１年は自分と向き合う時間がたくさんありました。いやだったことも終わ

ってみれば、自分の成長や自信に繋がっていくことに気づくことができました。 

 

後輩の皆さん、辛いこともあるかもしれませんが、こなしてきたことは全部自

分のためになると思うので思いつめすぎないで、自分を信じて頑張ってください。 


